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（担当 木材部 上席専門研究員 東野 正）   

スギ製材品と集成材について 間伐材利用の木製側溝蓋の開発（その３） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        （担当 木材部 上席専門研究員 東野 正） 

１ 研究のねらい 
県産針葉樹間伐材の利用促進を目的に、道

路の側溝用の蓋に木材を使用した場合の利用

適性について調査を行った。今回は、比較的

断面寸法の大きい製材品の端材利用を想定し

た材料で構成した蓋について試験を行なっ

た。     
 なお、この試験は、花巻地方振興局及び大

迫森林組合と共同で試験を実施したものであ

る。 
 
２ 試験方法  

供試材は、防腐処理した県産スギとし、正

角あるいは平角の製材品を数枚横に並べ、受

け板に釘で固定して仕上た。 
 加力試験はコンクリ－ト製の蓋の試験法に

準拠し、中央集中荷重によりスパン 35 ある

いは 45cm で曲げ強度試験を行った。強度性

能評価は、曲げ比例限度強度値（たわみが元

の状態に戻らない限界値）を測定して強度と

した。  

３ 結 果 

木製蓋の曲げ比例限度値は、Ｕ２種-300A
用では、半乾燥材と生材ではほとんど差が

なく約6,700Kgf、同じタイプで平角材使用

で約6,300Kgfの値を示した。またサイズの

大きい500（２種）用では、約7,500kgfの値

を示した。 
コンクリートの同一寸法での基準値は

2754kgfであることから、いずれのタイプで

も側溝用蓋として十分な強度値を満たす結

果が得られた 

 
４ 成果と今後の進め方 
 これまでに，樹種別、厚さ別に様々なタイ

プの木製側溝用蓋について、デ－タを集積で

きた。これまでと同様に今後は、経年使用に

よる蓋の変形、耐久性等を明らかにする予定

である。 
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表－１　木製側溝蓋強度試験結果

種類 使用材料 乾燥状態 枚数 重量 幅 長さ 厚さ 比例限度荷重
Kg mm mm mm Kgf

Ｕ２種－300A用 角材のみ使用 半乾燥材 4 8.14 500 405 90 6,709
Ｕ２種－300A用 角材のみ使用 生材 4 10.37 500 405 90 6,779
Ｕ２種－300A用 平角材も使用 生材 4 10.24 500 405 93 6,362
５００（２種）用 平角材も使用 生材 4 22.67 505 600 95 7,445
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